














灌漑」が 10 万 ha に及ぶと推計される。 

























 2005 年頃からエンジン・ポンプを購入する農家が増え始め、2008 年の時点では 10 戸以
上の農家がエンジン・ポンプを所有するに至っている。エンジン・ポンプを所有する農家
のほとんどは足踏みポンプを所有する農家であり、灌漑用水需要の増大に対応するために、
足踏みポンプから移行したものと考えられる。2008 年になると IDE というＮＧＯが村でド
リップ式灌漑の講習会を開催するなどして、新たな灌漑の普及と農民グループの結成を支
援している。 
 エンジン・ポンプ購入の背景には、2000 年以降のザンビア経済の回復に伴い、通貨クワ
チャが対ドルで増価した結果、輸入品が相対的に割安になったことが関係していると見ら
れる。それでもエンジン・ポンプの価格は足踏みポンプの 3 倍近くであり、足踏みポンプ
と異なってガソリン代等の維持費がかかるため、エンジン・ポンプを購入できるのは、村
の中でも裕福な農民に限定されると考えられる。 
 具体的な揚水能力と灌漑用水使用量の計測は行っていないが、エンジン・ポンプは足踏
みポンプより揚水能力が大きいので、灌漑用水使用の増大につながることは間違いない。
エンジン・ポンプ導入に伴う変化の一つとして、従来ダンボ耕作地の灌漑に限定されてい
たものが、アップランドの畑の灌漑にも拡大したことが挙げられる。 
 ポンプ灌漑の水は井戸から取水しているが、村長から割り当てられた土地内であれば、
井戸を自由に掘ることができる。したがってダンボの土地にアクセスできる限りは、地下
水の利用には制限や規制がない。川をダムでせき止めて取水する場合は、川の流域の村民
および他の村との協議が必要であり、一定のコントロールがある。今後水利用に関する慣
習法等によるコントロールについてさらに調べる必要がある。 
